
 

 

 

 

 

 

県外大型集客施設への貸し切りバスの送迎運行について 
 

 

１ 概要 

交通局の貸切用リムジン型バスが、このたび福島県いわき市にある大型リゾート施設

である「スパリゾートハワイアンズ」への横浜発着便の送迎を担うことになりました。     

平成２５年度から当局による運行を開始し、宿泊者専用無料送迎バスとして横浜駅西

口から毎日２両体制で往復運行します。 

 

２ 運行内容 

（１）運行車両  リムジン型バス ２両（保土ケ谷営業所 所属） 

（２）発着場所  横浜駅西口第２バスターミナル 

（３）運行行程   9:20 横浜駅西口発 ⇒ 13:00頃 スパリゾートハワイアンズ着 

         15:00 スパリゾートハワイアンズ発 ⇒ 19:00頃 横浜駅西口着 

（４）運 行 日  平成 25年４月１日から毎日運行 

 

３ 貸切契約について 

交通局では、かねてより貸切バス事業の強化を図ってまいりましたが、県外大型集客

施設への輸送としては初めての受注となります。 

なお、今回の契約の相手方は、いわき市の地元企業である常磐興産株式会社（福島県

いわき市常磐藤原町蕨平 50番地）となります。 

 

４ 交通局の今後の取組 

今回の受注は、復興に全力を挙げている福島県いわき市の集客施設からであることか

ら、今後これを契機として、横浜市と福島県いわき市の絆を一層深め、現地諸団体との

連携協力関係を築きながら、横浜から福島への手軽な観光を促進し被災地の交流人口増

加を後押ししていくなど、継続的な復興支援に取り組んでまいります。 
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資料１ 

【参考】スパリゾートハワイアンズ（運営会社：常磐興産株式会社） 
 

福島県いわき市にある大型温水プール・温泉・ホテル・ゴルフ場からなる大型レジャー施設で、

「常磐ハワイアンセンター」として昭和 41年にオープン。その炭鉱からの転換の歴史は、映画「フ

ラガール」（平成 18 年公開）でも広く知られるところとなりました。平成 23 年の東日本大震災で

被災し休館に追い込まれましたが、同年 10月には一部を再開。平成 24年 2月に全面再開し、復興

のシンボル的存在となっています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このたび、交通局の赤いリムジン型バスが、福島県いわき市にある大型リゾート施設 

「スパリゾートハワイアンズ」への横浜発着便の送迎を担うことになりました！ 

4 月 1 日から当局による運行を開始し、宿泊者専用無料送迎バスとして横浜駅西口か 

ら毎日２両体制で往復運行いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 運行車両  リムジン型バス 2 両（保土ケ谷営業所 所属） 

 発着場所  横浜駅西口第 2 バスターミナル 

 運行行程   9:20 横浜駅西口発 ⇒ 13:00 頃 スパリゾートハワイアンズ着 

       15:00 スパリゾートハワイアンズ発 ⇒ 19:00 頃 横浜駅西口着 

 宿泊申込  スパリゾートハワイアンズ 東京予約センター（Tel 03-5623-1651） 
 
 

★交通局では、かねてより貸切バス事業の強化を図ってまいりましたが、県外大型集客施設への 

輸送としては初めての取組となります。 
 

 交通局の今後の取組  

復興に全力を挙げている福島県いわき市の集客施設への運行であることから、今後これ

を契機として、横浜市と福島県いわき市との絆を一層深め、現地諸団体との連携協力関係

を築きながら、横浜から福島への手軽な観光を促進し被災地の交流人口増加を後押しして

いくなど、継続的な復興支援に取り組んでまいります。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

お問い合わせ先 

交通局 自動車本部 営業課長 本田 聡 Tel 045-326-3861 

平成 25 年 3 月 15 日
交通局自動車本部営業課

横 浜 市 記 者 発 表 資 料

あの「フラガール」でおなじみの“スパリゾートハワイアンズ”へ“横浜市営バス”に乗って行ける！

【スパリゾートハワイアンズ】≪運営会社：常磐興産株式会社≫ 
 

福島県いわき市にある大型温水プール・温泉・ホテル・ゴルフ場からなる大型レジャー

施設で、「常磐ハワイアンセンター」として昭和 41 年にオープン。その炭鉱からの転換の

歴史は、映画「フラガール」（平成 18 年公開）でも広く知られるところとなりました。平

成 23 年の東日本大震災で被災し休館に追い込まれましたが、同年 10 月には一部を再開。

平成 24 年 2 月に全面営業再開し、復興のシンボル的存在となっています。 
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